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幸せにもティアニー先生のケースカンファレンス

へ幾度となく参加し，ケースプレゼンテーションも

させていただくことができた．そんな自分が回を重

ねていくうちに，その真の魅力として感じはじめて

いることがある．「鑑別診断学の神様」として名高い

ティアニー先生のすごさを皆で語ると，“網羅的な鑑

別疾患”や“稀な疾患の知識”となることがやはり

多い．しかし，それは真の魅力ではないのであろう

と…．ティアニー先生のすごさは，鑑別疾患を網羅

的に挙げるマシーンとしてのすごさ，重箱の隅まで

行き届いたサイボーグのような知識量，そんなもの

では全くないと回を重ねるごとに感じている自分が

ある．「いくつもあるプロブレムリストから，鑑別疾

患を挙げるに値するプロブレムのみを抽出し，優先

順位をつけて鑑別疾患を挙げていく時間的空間的ア

プローチ」そのすごさである．

自分では言葉にできなかった，瞬時に判断するそ

の眼力が，なんと本書では単なるセンスとして語ら

れるのではなく，的確に文章化されている．読者に

は，症例によってどの陽性所見を組み合わせたかや，

鑑別疾患に優先順位を与えうるclinical pearlの使

い方にぜひ注目してほしい．そして，結局はティア

ニー先生の鑑別は2つか3つとなっている(が，2つ

目以降にも，もはや重みはそれほどない)ことに気が

つく．診断がつかないときは，多くの微妙な陽性所

見に振り回されているのであるが，ティアニー先生

にはそのブレがない．最近では，なんとかティアニー

先生を振り回してやろうとケースプレゼンテーショ

ンで仕掛けている自分がいるが，敗北する．

本書は診断の神様として有名なあのティアニー先

生の本であり，マニアックな最終診断となる難しい

症例のオンパレードと思っている方も多いかもしれ

ないが，そうではない．そのほとんどが誰もが知ら

なくてはいけない基本的な疾患であり，非常に丁寧

に症例を紐解くそのさまは，初学者にもとても良い

こと間違いない．にもかかわらず中級者以上が読む

となぜか味わい深く，網羅的な鑑別なようで，実は

clinical pearlを自在に操り，基本的な疾患に対して

もいつもと同じように数点の真のactive problem

に瞬時に注目しているその思考過程がしっかり文章

化されており，新鮮さとともに感動をも感じるであ

ろう．自分自身，文章化はできていないが，clinical
 

pearlは僕たち日本人の思考過程には非常に馴染み

やすい．本書をきっかけにティアニー先生の魅力を

垣間見ることができるだけでなく，その診断過程が

僕たち日本人の思考過程にも違和感なく，何とも言

えない心地良さすら与えてくれていることに気がつ

く．何より本書をきっかけに，ティアニー先生のケー

スカンファレンスに足を運んでいただきたい．そこ

にはまた本では表現しきれないティアニー先生独特

の“間”としての診断アプローチの魅力を感じるこ

とができる．
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